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子ども・子育てに関する調査 

子ども・若者 

に関する調査 

未就学児童用調査 小学生用調査 若者用調査 

調査対象 

市内在住の 

未就学児童 

（０～５歳）の保護者 

市内在住の 

小学校低学年 

（６～８歳）の保護者 

市内在住の 

15～39 歳の市民 

抽出数 6,000 人 2,000 人 2,000 人 

有効配付数 5,986 件 1,998 件 1,987 件 

有効回収数 2,688 件 938 件 497 件 

有効回収率 44.9％ 46.9％ 25.0％ 

 

調査の概要 

調査の目的 

本市における子育て支援の充実を図るための具体的な計画である「大津市子ども・子育

て支援事業計画」「第２次大津市次世代育成支援行動計画」および、子ども・若者の健全育

成や社会的自立を支援するための具体的な計画である「大津市子ども・若者プラン」の見

直しにあたって、子育て世帯や子ども、若者の生活実態や事業に関するニーズ等を把握す

ることを目的に実施しました。 

なお、未就学児童用調査、小学生用調査の結果は、「子ども・子育て支援事業計画」で確

保する教育・保育・子育て支援の「量の見込み」を算出するなど、新たな目標事業量の設

定を行うための基礎資料としても活用します。 

 

 

調 査 概 要 

調査地域  大津市全域 

抽出方法  住民基本台帳（平成 30 年４月１日時点）より無作為抽出 

調査方法  郵送配布・郵送回収による郵送調査法 

調査期間  次期大津市子ども・子育て支援事業計画等策定のためのアンケート調査 

2018 年 11月５日～11 月 22日 

次期大津市子ども・若者プラン策定のためのアンケート調査 

2018 年 11月９日～11 月 26日 

各調査概要 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※集計結果はすべて、小数点以下第２位で四捨五入したものであるため、合計値が 100.0％にならない場合があります。 

 グラフ及び表のＮ数（number of case）は、有効標本数（集計対象者総数）を表しています。 

 「１ 子ども・子育てに関する調査結果」における前回調査は「大津市子ども・子育て支援事業計画ニーズ調査報告書」 

（平成 26 年３月）を資料としています。 
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１ 子ども・子育てに関する調査結果 

子どもや子育て家庭の属性 

 ２世代世帯が９割。５年前より共働き世帯が増加している。 

対象の子どもの年齢と学年はおおむね人口比と同様の割合であり、世帯構成は、未就学児童、小学校低学年とも

に「二世代（親、子）」が大半を占めています。保護者の就労状況は、未就学児童、小学校低学年ともに、母親では

「専業主婦・主夫」、父親では「フルタイム」の割合が最も高く、前回調査に比べ、働く母親が増加しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

16.2 

16.4 

16.0 

16.9 

15.9 

17.2 

1.3 

0% 10% 20% 30% 40%

0歳

1歳

2歳

3歳

4歳

5歳

不明・

無回答
未就学児童

（N=2,688）

0% 10% 20% 30% 40%

1年生

2年生

3年生

不明・

無回答

小学校低学年

（N=938）

90.6

7.9

1.1

0.4

84.1

9.5

1.1

5.3

0% 20% 40% 60% 80% 100%

二世代

（親、子）

三世代

（祖父母、

親、子）

その他

不明・

無回答

未就学児童

（N=2,688）

小学校低学年

（N=938）

25.4 

34.9 

87.3 

94.0 

17.4 

24.3 

0.7 

0.7 

54.7 

40.1 

0.5 

0.6 

2.4 

0.7 

11.6 

4.7 

0% 50% 100%

前回

調査

今回

調査

前回

調査

今回

調査

未就学児童

（前回調査N=3,090、今回調査N=2,688）

フルタイム パート・アルバイト

専業主婦・主夫 不明・無回答

母

親

父

親

21.5

26.1

83.5

86.8

35.5

39.2

0.7

0.6

40.4

28.5

0.4

0.4

2.6

6.2

15.4

12.2

0% 50% 100%

前回

調査

今回

調査

前回

調査

今回

調査

小学校低学年

（前回調査N=1,388、今回調査N=938）

フルタイム パート・アルバイト

専業主婦・主夫 不明・無回答

母

親

父

親

●対象の子どもの年齢と学年 
〔未就学児童用調査・小学生用調査／問２〕 

 

●世帯構成 
〔未就学児童用調査・小学生用調査／問６〕 

 

●保護者の就労状況 
〔未就学児童用調査・小学生用調査／問７〕 

 

16.4 ポイント増加 8.3 ポイント増加 
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子育て世帯の経済的な状況 

 ひとり親世帯は特に経済的に困難な状況。経済的な困窮が子どもの学習・生活面にまで広く影響を及ぼしている。 

世帯の年間総収入について、［ひとり親］では未就学児童、小学校低学年ともに「300 万円未満」の世帯が４割

を占めており、経済的に困難な状況がうかがえます。小学校低学年では、経済的な暮らし向きと比例して、経済的

に断念した各選択肢の割合が高くなる傾向にあり、経済的な困窮が子どもの学習・生活面にまで広く影響を及ぼし

ていることがうかがえます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  17.3 

27.5 

4.1 
0.9 

35.4 

6.5 
4.1 

14.1 

4.1 

37.4 

54.6 

9.0 1.9 

68.0 

13.4 
9.6 

29.2 

9.0 

5.5 

13.4 

1.0 
0.2 

18.5 

2.2 
0.7 

5.5 

1.2 1.9 1.9 

0.9 0.0 

5.7 

2.8 

0.0 1.9 0.0 
0%

20%

40%

60%

80%

新
し
い
衣
類
や

靴
を
購
入
す
る

習
い
事
や

学
習
塾
に
通
う

放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ

を
利
用
す
る

誕
生
日
を
祝
う

家
族
旅
行
に
行
く

プ
レ
ゼ
ン
ト
や

お
年
玉
を
あ
げ
る

祭
り
や
イ
ベ
ン
ト
に

参
加
す
る

友
人
等
と
外
出
や

外
食
を
す
る

医
療
機
関
を

受
診
す
る

小学校低学年（N=938）

苦しい（N=366）

普通（N=417）

ゆとりがある（N=106）

5.0 

44.0 

0.7 

4.3 

4.2 

4.6 

22.6 

23.0 

11.2 

25.1 

33.6 

27.8 

29.7 

11.0 

26.5 

36.8 

32.1 

33.0 

34.7 

8.0 

56.7 

26.4 

20.4 

26.6 

6.6 

14.0 

4.4 

6.0 

7.5 

6.8 

1.3 

0.0 

0.5 

1.3 

2.3 

1.3 

0% 50% 100%

未就学児童

（N=2,688）

ひとり親家庭

（N=100）

フルタイム

×フルタイム

（N=827）

フルタイム×

パート（長時間）

（N=299）

フルタイム×

パート（短時間）

（N=265）

専業主婦・

主夫家庭

（N=1,005）

未就学児童

300万円未満 300～500万円未満

500～700万円未満 700万円以上

わからない 不明・無回答

5.5 

47.5 

2.0 

2.2 

1.3 

3.1 

5.1 

29.5 

11.0 

29.8 

17.4 

23.7 

19.9 

11.5 

15.0 

34.8 

27.7 

29.2 

42.8 

0.0 

67.0 

27.0 

42.6 

37.4 

5.5 

11.5 

3.0 

5.1 

9.7 

5.1 

6.6 

0.0 

2.0 

1.1 

1.3 

1.6 

0% 50% 100%

小学校低学年

（N=938）

ひとり親家庭

（N=61）

フルタイム

×フルタイム

（N=200）

フルタイム×

パート（長時間）

（N=178）

フルタイム×

パート（短時間）

（N=155）

専業主婦・

主夫家庭

（N=257）

小学校低学年

300万円未満 300～500万円未満

500～700万円未満 700万円以上

わからない 不明・無回答

●世帯の年間総収入（税金等を天引きされる前の金額）（家庭類型別） 
〔未就学児童用調査・小学生用調査／問８〕 

 

●経済的に断念したこと（経済的な暮らし向き別） 
〔小学生用調査／問 10〕 
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子育てに関する相談の状況 

 匿名性のある相談先や家庭の状況に合わせた相談方法の検討が必要。 

気軽に相談できる人や場所については、未就学児童、小学校低学年ともに大部分が「いる／ある」と回答してお

り、相談先として「配偶者（夫または妻）」「自分または配偶者の両親、兄弟姉妹」「友人や知人」等の割合が上位を

占めています。一方、気軽に相談できる人や場所が「ない」人は、相談先に匿名性を求める傾向があるとともに、

「家庭に訪問して行う相談」のニーズも高くなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

96.2 

91.4 

3.3 

4.5 

0.5 

4.2 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

未就学児童

（N=2,688）

小学校低学年

（N=938）

いる／ある ない 不明・無回答

47.7 

37.1 

16.9 

34.4 

8.1 

19.1 

11.5 

1.9 

11.6 

1.0 

36.0 

22.5 

14.6 

25.8 

13.5 

32.6 

16.9 

7.9 

14.6 

2.2 

0% 20% 40% 60%

身近で気軽に相談

できる施設

子育て中の保護者同士で

気軽に話せる場

子育て経験者による

子育て相談

専門的な相談ができる

相談窓口

匿名で相談できる

専用電話

匿名で相談できる

メールやＬＩＮＥ相談

家庭に訪問して行う相談

その他

特に必要ない

不明・無回答

未就学児童

いる／ある

（N=2,585）

ない（N=89）

38.7 

25.3 

13.7 

30.9 

9.7 

18.4 

5.8 

1.8 

14.9 

1.1 

33.3 

7.1 

11.9 

31.0 

11.9 

28.6 

11.9 

7.1 

9.5 

4.8 

0% 20% 40% 60%

身近で気軽に相談

できる施設

子育て中の保護者同士で

気軽に話せる場

子育て経験者による

子育て相談

専門的な相談ができる

相談窓口

匿名で相談できる

専用電話

匿名で相談できる

メールやＬＩＮＥ相談

家庭に訪問して行う相談

その他

特に必要ない

不明・無回答

小学校低学年

いる／ある

（N=857）

ない（N=42）

●気軽に相談できる人や場所の有無 
〔未就学児童用調査・小学生用調査／問 14〕 

 

●どのような相談先があればよい、または、よかったと思うか（相談先の有無別） 
〔未就学児童用調査・小学生用調査／問 15〕 
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幼児期の教育・保育事業の利用状況・希望 

 認可保育園、市立要支援、認定こども園が利用割合、利用意向割合ともに高い。 

平日の定期的な教育・保育事業の利用状況・利用意向については、いずれの事業も利用ニーズが高いものの、順

位は「現在」と「希望」で変わりません。教育・保育施設の入園・入所において、大変だと感じたことについては、

特に［認可保育園］［認定こども園］では煩雑な書類作成・提出の負担感が高くなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

45.6 

18.2 

8.3 

9.1 

1.4 

15.2 

1.4 

1.1 

1.9 

0.2 

6.8 

54.5 

29.9 

22.8 

12.2 

8.1 

25.3 

2.8 

3.6 

2.0 

3.8 

5.6 

0% 20% 40% 60%

認可保育園

市立幼稚園

市立幼稚園の預かり保育

私立幼稚園

（国立大学法人含む）

私立幼稚園の預かり保育

認定こども園

地域型保育

（小規模保育・家庭的保育）

企業主導型保育

その他の認可外保育施設

ファミリー

サポートセンター

不明・無回答

未就学児童

利用状況

（N=1,917）

利用意向

（N=2,688）

38.7 

13.4 

25.2 

39.1 

28.2 

25.6 

10.1 

32.0 

10.4 

21.0 

44.0 

33.5 

36.5 

11.4 

26.9 

5.7 

19.2 

27.2 

12.3 

7.2 

4.0 

44.0 

9.1 

20.0 

22.9 

14.3 

9.7 

7.4 

37.8 

10.3 

24.4 

41.2 

28.9 

27.8 

8.9 

0% 20% 40% 60%

園の情報収集

見学（予約を含む）

制度の仕組みの理解

申込書類の準備

および提出

希望園の優先

順位の検討

職場との調整

（復職時期の調整等）

内定結果の調整

未就学児童

未就学児童（N=2,688）

認可保育所（N=875）

市立幼稚園（N=349）

私立幼稚園（N=175）

認定こども園（N=291）

●平日の定期的な教育・保育事業の 

利用状況・利用意向 
〔利用状況：未就学児童用調査／問 16 

 利用意向：未就学児童用調査／問 19〕 

 

●教育・保育施設の入園・入所において、 

大変だと感じたこと（全体および利用事業別） 
〔未就学児童用調査／問 18〕 
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子どもの遊びの傾向 

 一人で、または家族と室内遊びをよくする子の割合が高い。若者世代に比べて遊びが少なくなっている。 

小学校低学年の休日に好きでよくしている遊びについては、室内遊びの割合が高くなっています。若者用調査の

結果と比較すると、全体的に遊びが少なくなっていることがうかがえます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

小学校就学時の不安 

 未就学児が就学する際の不安は多岐に渡っており、登下校の安全、友人関係で多くの人が不安を感じている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

21.9 

12.8 

13.1 

23.9 

1.0 

21.9 

15.1 

19.1 

19.4 

43.6 

2.7 

30.0 

38.6 

38.3 

47.0 

25.8 

12.9 

29.2 

22.8 

27.6 

18.6 

5.5 

79.7 

16.6 

1.6 

2.2 

1.9 

1.2 

3.7 

2.3 

0% 50% 100%

①公園や広場で

友だちと外遊びをする

②友だちの家や自宅で

友だちと室内遊びをする

③親やきょうだいと

自宅周辺や公園等で

外遊びをする

④親やきょうだいと

室内遊びをする

⑤一人で自宅周辺や

公園等で外遊びをする

⑥一人で読書やゲーム

等の室内遊びをする

小学校低学年（N=938）

好きでよくしている よくしている

たまにしている あまりしていない

不明・無回答

44.7 

30.2 

15.5 

13.9 

3.2 

20.9 

30.6 

37.0 

21.5 

29.4 

6.8 

23.9 

16.7 

22.3 

33.2 

31.6 

18.3 

22.1 

4.6 

6.6 

24.9 

20.3 

66.2 

28.2 

3.4 

3.8 

4.8 

4.8 

5.4 

4.8 

0% 50% 100%

①

②

③

④

⑤

⑥

若者（N=497）

好きでよくしていた よくしていた

たまにしていた あまりしていない

不明・無回答

16.6 

33.4 

12.6 
8.8 

30.3 

14.0 

32.2 
27.5 

54.6 
58.3 

26.6 
30.4 

33.8 

15.5 

22.6 

34.6 

12.4 

29.5 

8.3 6.9 

16.4 

7.4 

19.0 

8.3 

38.2 

27.4 

5.3 
9.8 

25.8 

5.7 

11.4 

24.8 

0%

20%

40%

60%

80%

起
床
時
間

勉
強

運
動

給
食

（
ア
レ
ル
ギ
ー
等
）

授
業
に
集
中
し
て

い
ら
れ
る
か

学
校
の
き
ま
り
を

守
れ
る
か

集
団
へ
の
適
応

子
ど
も
と
先
生

と
の
関
係

友
だ
ち
と
の
関
係

登
下
校
の
安
全

学
校
の
防
犯
・

防
災
対
策

放
課
後
の

居
場
所
の
確
保

長
期
休
暇
中
の

過
ご
し
方

保
護
者
と
先
生
・

学
校
と
の
関
係

保
護
者
同
士
の
関
係

保
護
者
の
就
労
時
間
・

働
き
方
の
調
整

未就学児童（N=1,346）

小学校低学年（N=938）

●放課後や休日に好きでよくしている遊びの状況 
〔小学生用調査／問 17〕 

 

＜参考：若者の小中学生時の遊び＞ 
〔若者調査／問 15〕 

 

●就学について、不安なこと 
〔未就学児童用調査（３歳以上のみ）／問 31、小学生用調査／問 18〕 
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放課後児童クラブ（学童保育）の利用状況・希望 

 放課後児童クラブ（学童保育）のニーズ増大が見込まれる。多様な放課後の居場所が求められている。 

放課後児童クラブ（学童保育）では、利用状況に比べて、小学校低学年、未就学児童ともに利用ニーズが高くな

っています。また、最高学年までの利用ニーズが高く、就労意向を踏まえてもニーズの増大が見込まれます。さら

に、放課後子ども教室の利用意向からは、関心の高さがうかがえます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

0.7 

5.1 

30.2 

24.2 

4.8 

31.8 

3.2 

0.7 

1.7 

19.1 

28.8 

12.2 

32.3 

5.2 

0% 20% 40% 60% 80%

1年生

2年生

3年生

4年生

5年生

6年生

不明・

無回答

未就学児童

（N=708）

小学校低学年

（N=288）

10.8 

4.9 

46.9 

49.5 

1.9 

2.0 

1.1 

25.0 

72.5 

1.8 

0% 20% 40% 60% 80%

土曜日に必要

日曜日・祝日

に必要

夏休み等長期

休暇中に必要

利用する

必要はない

不明・無回答

小学校低学年

（N=938）

平日利用希望なし

（N=563）

24.4 

30.7 

52.6 

3.0 

6.7 

12.3 

0.1 

1.6 

2.2 

0% 20% 40% 60% 80%

小学校低学年

（N=938）

小学校低学年

（N=938）

未就学児童

（N=1,346）

放課後児童クラブ（学童保育）

民間の放課後児童クラブ

ファミリーサポートセンター

利
用
希
望

利
用
状
況

51.7 

44.5 

42.6 

48.8 

3.7 

6.3 

1.9 

0.4 

0% 50% 100%

未就学児童

（N=1,346）

小学校低学年

（N=938）

利用したいと思う プログラムの内容次第

利用したいと思わない 不明・無回答

●放課後児童クラブ（学童保育） 

の利用状況・希望 
〔未就学児童用調査／ 

 問 32、問 33、 

小学生用調査／ 

問 19、問 19－１、問 20、 

問 20－１、問 21〕 

 

［利用希望学年］ 
 

 

［土曜、日曜・祝日等の利用希望］ 
 

 

●放課後子ども教室の利用意向 

（放課後児童クラブの利用状況別） 
〔未就学児童用調査／問 34、小学生用調査／問 22〕 

 

※「利用していない」も含めて 

再集計した値 
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保護者が子どもと過ごす時間 

 子どもと過ごす時間は母親と父親で大きな偏りがある。 

５年前に比べて子どもと過ごす時間が充分でないと感じる保護者が増加している。 

１日あたりの子どもと一緒に過ごす時間については、未就学児童、小学校低学年ともに、父親より母親で時間が

長くなっています。時間の充足について、未就学児童、小学校低学年の母親、父親ともに『不十分』と感じる割合

が高くなっており、今後、子どもと保護者の充実した関わりの時間を確保していく取り組みが必要です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

0.0 0.3 0.8 
4.8 

12.9 

42.5 

23.0 

13.1 8.7 

23.0 
20.5 19.6 

10.5 
8.6 

1.6 0.4 

0%

20%

40%

60%

80%

０
時
間

１
時
間

２
時
間

３
時
間

４
時
間

５
～
９
時
間

1
0

～1
4

時
間

1
5

時
間
以
上

未就学児童（N=2,688）

母親

父親

0.1 1.2 2.6 7.4 

15.1 

68.7 

1.9 1.2 

11.3 

27.0 
23.2 

16.4 

8.5 
5.2 

0.5 0.0 0%

20%

40%

60%

80%

０
時
間

１
時
間

２
時
間

３
時
間

４
時
間

５
～
９
時
間

1
0

～1
4

時
間

1
5

時
間
以
上

小学校低学年（N=938）

母親

父親

74.2 

68.5 

25.3 

24.3 

16.8 

27.9 

51.5 

65.5 

2.3 

0.9 

3.6 

2.4 

6.7 

2.8 

19.7 

7.8 

0% 50% 100%

前回

調査

今回

調査

前回

調査

今回

調査

未就学児童

（前回調査N=3,090、今回調査N=2,688）

十分 不十分 わからない 不明・無回答

母

親

父

親

71.0 

63.7 

25.4 

23.7 

22.5 

32.1 

51.0 

63.4 

2.0 

1.4 

2.6 

3.0 

4.5 

2.8 

21.0 

10.0 

0% 50% 100%

前回

調査

今回

調査

前回

調査

今回

調査

小学校低学年

（前回調査N=1,388、今回調査N=938）

十分 不十分 わからない 不明・無回答

母

親

父

親

●１日あたりの子どもと一緒に過ごす時間（就寝時を除く） 
〔未就学児童用調査／問 35、小学生用調査／問 25〕 

 

［その時間は十分だと思うか］ 
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大津市の少子化対策や出産、子育てに関わる環境の満足度、重要度 

 保健や医療分野では重点的な維持が、 

子どもの権利と安全を守る対策や保育サービス環境の充実では重点的な改善が求められている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

①

②

③

④

⑤

⑥

⑦

⑧

⑨

⑩

⑪

⑫

⑬⑭ ⑮

⑯

⑰

⑱

0.60

0.80

1.00

1.20

1.40

1.60

1.80

2.00

-0.60 -0.40 -0.20 0.00 0.20 0.40 0.60 0.80 1.00

重
要
度

満足度

未就学児童

重要度

平均点1.38

満足度

平均点0.10

●大津市の少子化対策や出産、子育てに関わる環境の満足度、重要度 
〔未就学児童用調査／問 41、小学生用調査／問 30〕 

 
［未就学児童の満足度、重要度の比較］ 

 

■項目一覧（実下線は未就学児童、小学校低学年ともに「重点改善」となっているもの、点線は一方のみ） 

①妊娠・出産に関する相談窓口等の体制 ⑩子ども自身が不安や悩みを相談できる体制 

②子どもや子育てに関する相談窓口等の体制 ⑪安心して受診できる医療機関の整備 

③妊娠・出産期の母親や子どもの健診や健康教育 ⑫雇用の安定（正規職員への雇用形態の変化等） 

④就労支援としての保育園・放課後児童クラブ等 ⑬残業や長時間勤務の解消（または、減少） 

 の保育サービス環境 

⑤幼児教育としての幼稚園の利用のしやすさ ⑭男女が共に子育てを行うための社会環境 

⑥地域における遊び場の提供や親子の居場所づくり ⑮貧困等の困難な状況にある子どもの学習・生活支援 

⑦地域で子育てを支えるための住民参加・交流 ⑯児童虐待を防止するための対策や啓発 

⑧子どもの確かな学力・豊かな心を育む学校教育環境 ⑰子どもの安全を確保するための活動や環境 

⑨子どもが参加しやすい多様な体験機会 ⑱若い世代や子育て世代の転入を増やすための施策 

 

 

 

重点改善 

重点的な改善が 
求められる項目 

重点維持 

現状を維持しつつ 
継続的な改善が 
求められる項目 

改善 

現状の改善、再検討が 

求められる項目 

維持 

現状の維持が 
求められる項目 
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重要度と満足度を比較すると、重点的な維持が求められる項目として、保健や医療分野が、重点的な改善が求め

られる項目として、子どもの権利と安全を守る対策や保育サービス環境の充実が求められています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

①

②

③

④

⑤

⑥

⑦

⑧

⑨

⑩

⑪

⑫
⑬

⑭

⑮

⑯

⑰

⑱

0.60

0.80

1.00

1.20

1.40

1.60

1.80

2.00

-0.60 -0.40 -0.20 0.00 0.20 0.40 0.60 0.80 1.00

重
要
度

満足度

小学校低学年

重要度

平均点1.29

満足度

平均点0.06

［小学校低学年の満足度、重要度の比較］ 

 

重点改善 

重点的な改善が 

求められる項目 

重点維持 

現状を維持しつつ 

継続的な改善が 
求められる項目 

改善 

現状の改善、再検討が 
求められる項目 

維持 

現状の維持が 
求められる項目 

※各施策に対する市民の評価を点数化し、満足度と重要度の２つの指標に集約することで、市民からみた施策の位置づ

けを示している。点数化の方法は以下の通り。 

満足度：各項目について、「満足」を２点、「まあ満足」を１点、「どちらともいえない」を０点、「やや不満」を-１

点、「不満」を-２点とした各回答の合計点を、不明・無回答を除いた回答者数で除し、平均点を算出 

重要度：各項目について、「重要」を２点、「まあ重要」を１点、「どちらともいえない」を０点、「あまり重要でな

い」を-１点、「重要でない」を-２点、「わからない」を０点とした各回答の合計点を、不明・無回答を除い

た回答者数で除し、平均点を算出 
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２ 子ども・若者に関する調査結果 
 

回答者の属性 

 回答者は女性、30 代がやや多い。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

19.7 

17.3 

16.9 

11.1 

14.0 

16.3 

25.8 

26.0 

23.0 

29.4 

0.6 

0.0 

0% 50% 100%

男性

（N=178）

女性

（N=289）

15～19歳 20～24歳 25～29歳

30～34歳 35～39歳 不明・無回答

57.9 

30.8 

9.0 

23.9 

25.8 

21.5 

0.0 

17.6 

5.1 

2.1 

2.2 

4.2 

0% 50% 100%

男性

（N=178）

女性

（N=289）

正社員

アルバイト、自営業等

学生

専業主婦・主夫又は家事手伝い

無職、働いていない（派遣登録有）

不明・無回答

38.3 

21.0 

11.6 

21.0 

48.1 

43.5 

1.7 

14.5 

0.2 

0.0 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

就寝・起床時間は

おおむね規則的

（N=405）

就寝・起床時間は

不規則

（N=62）

1日3食 朝食抜き 間食もしくは夜食をとる その他 不明・無回答

男性

35.8 

女性

58.1 

不明・無回答

6.0 
若者（N=497）

ひとり暮らし

6.0 

夫婦のみ

9.1 

子と同居

31.2 

その他の

親族と同居

47.9 

不明・無回答

5.8 

若者（N=497）

●性別 
〔若者用調査／問１〕 

 

●年齢（性別） 
〔若者用調査／問２〕 

 

●家族形態 
〔若者用調査／問４〕 

 

●就労状況 
〔若者用調査／問 20〕 

 

●普段の食事状況（睡眠の状況別） 
〔若者用調査／問５〕 
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若者の相談の状況  

 男性やひとり暮らし世帯では、誰にも相談しない割合がやや高い。 

日常生活の悩みや不安の相談先について、「友人・知人」「親」「配偶者」といった身近な人の割合が高くなってい

る一方、「誰にも相談しない」が 11.9％となっており、［男性］や［ひとり暮らし］では、その割合がより高くなっ

ています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

47.9 

18.7 

51.9 

32.4 

1.2 

4.8 

12.3 

1.0 

0.8 

2.2 

0.8 

11.9 

6.2 

0% 20% 40% 60%

親

きょうだい

友人・知人

配偶者

祖父母

学校の先生

職場の同僚・上司

カウンセラー・

精神科医

県・市などの

専門機関の人

ネット上の知り合い

その他

誰にも相談しない

不明・無回答 若者（N=497）

11.9 

19.1 

8.7 

9.4 

11.3 

15.1 

12.4 

14.3 

30.0 

11.1 

7.7 

13.9 

0% 20% 40%

全体（N=497）

男性（N=178）

女性（N=289）

15～19歳（N=85）

20～24歳（N=62）

25～29歳（N=73）

30～34歳（N=121）

35～39歳（N=126）

ひとり暮らし

（N=30）

夫婦のみ（N=45）

子と同居（N=155）

その他の親族と

同居（N=238）

●日常生活の悩みや不安の相談先 
〔若者用調査／問９〕 

 

［「誰にも相談しない」割合］ 
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外出及び、ひきこもりの状況 

 大津市では広義のひきこもりは 1.81％、ひきこもり親和群は 7.85％。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

分 類 

内閣府「若者の生活に関する調
査 

報告書（平成 28 年９月）」 
大津市（本調査） 

全国の 
推計人数 

有効回収率に 
占める割合 

大津市の 
推計人数 

有効回収率に 
占める割合 

広義の 

ひきこもり 

狭義のひきこもり 17.6 万人 0.51％ 174 人 0.20％ 

準ひきこもり 36.5 万人 1.06％ 1,443 人 1.61％ 

合計 54.1 万人 1.57％ 1,623 人 1.81％ 

ひきこもり親和群 166 万人 4.82％ 7,038 人 7.85％ 

ひきこもり傾向群 
（広義のひきこもりとひきこもり親和群を

合わせた、本調査独自の分類） 
220.1 万人 6.39％ 8,661 人 9.66％ 

  

7.4 

6.2 

8.9 

1.0 

2.2 

3.5 

29.1 

73.3 

0% 20% 40% 60% 80%

全体（N=497）

男性（N=178）

女性（N=289）

正社員（N=203）

アルバイト、

自営業等（N=93）

学生（N=113）

専業主婦・主夫又は

家事手伝い（N=55）

無職、働いていない

（派遣登録有）（N=15）

外出頻度が少ない

7.4 

人づきあいのために

ときどき外出する

3.6 

遊び等で頻繁に

外出する

4.6 

仕事や学校で

外出する

78.3 

不明・無回答

6.0 

若者（N=497）

●外出状況 
〔若者用調査／問 12〕 

 

［ひきこもりの状況］ 

 

［外出頻度が少ない割合］ 
 

 

※『外出頻度が少ない』は「普段は家にいるが、自分の趣味

に関する用事のときだけ外出する」「普段は家にいるが、近

所のコンビニなどには出かける」「自室からは出るが、家か

らは出ない」「自室からほとんど出ない」の合計割合 
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若者の小中学生の頃の経験 

 ひきこもり傾向群では学校、家庭ともに我慢をすることが多かった割合が高い。 

小学生や中学生の頃の経験について、［ひきこもり傾向群］では、［一般群］と比較すると、学校では不登校やい

じめ、我慢の多さ、学習の遅れや先生との関係不和といった経験のある割合が高く、家庭では親との関係性の希薄

さを示す項目やしつけや成績評価の厳しさ、過保護や過干渉といった項目も高くなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

81.3 

45.8 

37.5 

35.4 

22.9 

22.9 

16.7 

14.6 

12.5 

6.3 

2.1 

2.1 

86.5

63.5

27.2 

20.5

17.1

11.9

12.1

6.2

9.8

4.8

2.1

2.3 

0% 50% 100%

友だちとよく話した

親友がいた

友だちにいじめられた

我慢をすることが多かった

いじめを見て見ぬふりをした

学校の勉強について

いけなかった

友だちをいじめた

友達といるよりも一人で

遊んでいる方が楽しかった

学校の先生との関係が

うまくいかなかった

不登校を経験した

あてはまるものはない

不明・無回答

ひきこもり傾向群

（N=48）

一般群（N=438）

39.6 

39.6 

37.5 

27.1 

27.1 

25.0 

22.9 

20.8 

18.8 

18.8 

16.7 

14.6 

14.6 

6.3 

6.3 

6.3 

2.1 

0.0 

0.0 

6.3 

2.1 

26.7 

42.0 

15.3 

14.4 

10.0 

50.2 

5.3 

40.0 

9.4 

5.0 

25.3 

6.4 

6.8 

2.7 

5.5 

1.4 

4.6 

3.2 

1.4 

4.6 

2.5 

0% 50% 100%

親はしつけが厳しかった

困ったときは、親は

親身に助言をしてくれた

我慢をすることが

多かった

親は学校の成績を

重視していた

両親の関係がよくなかった

小さい頃から習い事や

スポーツ活動に参加していた

親と自分との関係が

よくなかった

親とは何でも

話すことができた

何でも自分一人で決めて、

家族に相談することはなかった

親が過保護であった

引っ越しや転校をした

家族に相談しても、あまり

役に立たなかった

親が過干渉であった

大きな病気をした

両親が離婚した

親から虐待を受けた

経済的に苦しい

生活を送った

将来の職業などを親に

決められた

親と死別した

あてはまるものはない

不明・無回答

ひきこもり傾向群

（N=48）

一般群（N=438）

●小学生や中学生の頃、学校でした経験 

（ひきこもり傾向別） 
〔若者用調査／問 16〕 

 

●小学生や中学生の頃、家庭でした経験 

（ひきこもり傾向別） 
〔若者用調査／問 17〕 
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若者自身の意識や態度 

 ひきこもり傾向群では自己肯定感、将来への希望等の自己評価が低くなっている。 

自分自身の意識や態度について、小中学生の頃の「遊びが少ない」人の方が自己肯定感を育みにくく、新たな挑

戦に対して消極的な傾向があります。また、［一般群］と比較して［ひきこもり傾向群］では、自己肯定感、将来へ

の希望、自己表現、他者との関係構築力の自己評価が低くなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

37.8 

37.6 

37.7 

35.5 

40.9 

49.6 

30.9 

6.7 

37.1 

39.2 

20.8 

40.6 

36.8 

38.8 

37.4 

35.5 

40.9 

32.7 

41.8 

60.0 

37.4 

37.6 

50.0 

36.3 

23.1 

23.0 

22.5 

29.1 

17.2 

15.9 

27.3 

33.3 

24.1 

21.0 

29.2 

22.8 

2.2 

0.6 

2.4 

0.0 

1.1 

1.8 

0.0 

0.0 

1.4 

2.2 

0.0 

0.2 

0% 50% 100%

高 中 低 不明・無回答

34.8 

42.7 

30.8 

38.9 

30.1 

38.1 

34.5 

0.0 

30.6 

41.9 

14.6 

37.7 

27.6 

30.3 

26.6 

28.6 

30.1 

24.8 

29.1 

26.7 

28.8 

26.9 

27.1 

28.3 

35.2 

25.3 

40.1 

32.0 

39.8 

34.5 

36.4 

73.3 

38.1 

29.0 

58.3 

33.6 

2.4 

1.7 

2.4 

0.5 

0.0 

2.7 

0.0 

0.0 

2.5 

2.2 

0.0 

0.5 

0% 50% 100%

若者（N=497）

男性（N=178）

女性（N=289）

正社員（N=203）

アルバイト、

自営業等（N=93）

学生（N=113）

専業主婦・主夫又は

家事手伝い（N=55）

無職、働いていない

（派遣登録有）

（N=15）

悩みや不安が

ある（N=278）

悩みや不安が

ない（N=186）

ひきこもり

傾向群（N=48）

一般群（N=438）

高 中 低 不明・無回答

●自分自身の意識や態度 
〔若者用調査／問 19〕 

 
［自己肯定感］ 

 

［将来への希望］ 
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60.0 

63.5 

57.8 

59.6 

67.7 

57.5 

63.6 

53.3 

65.5 

51.6 

64.6 

60.7 

20.7 

18.5 

22.5 

23.2 

16.1 

22.1 

20.0 

20.0 

19.4 

23.1 

20.8 

21.2 

16.9 

16.9 

17.0 

17.2 

16.1 

18.6 

16.4 

20.0 

13.7 

22.0 

14.6 

17.6 

2.4 

1.1 

2.8 

0.0 

0.0 

1.8 

0.0 

6.7 

1.4 

3.2 

0.0 

0.5 

0% 50% 100%

高 中 低 不明・無回答

41.9 

55.1 

33.9 

51.7 

48.4 

23.9 

38.2 

53.3 

39.6 

45.2 

39.6 

42.9 

30.2 

25.8 

32.2 

26.6 

29.0 

35.4 

38.2 

33.3 

30.2 

29.0 

27.1 

31.3 

26.0 

18.5 

31.5 

21.7 

22.6 

38.9 

23.6 

13.3 

28.8 

23.7 

33.3 

25.8 

2.0 

0.6 

2.4 

0.0 

0.0 

1.8 

0.0 

0.0 

1.4 

2.2 

0.0 

0.0 

0% 50% 100%

高 中 低 不明・無回答

35.0 

41.6 

30.1 

36.5 

33.3 

36.3 

38.2 

33.3 

26.6 

46.2 

12.5 

38.4 

44.5 

39.3 

49.5 

44.8 

48.4 

41.6 

50.9 

33.3 

49.3 

39.2 

41.7 

45.4 

18.1 

16.9 

18.3 

17.7 

17.2 

21.2 

10.9 

33.3 

21.9 

11.8 

45.8 

15.5 

2.4 

2.2 

2.1 

1.0 

1.1 

0.9 

0.0 

0.0 

2.2 

2.7 

0.0 

0.7 

0% 50% 100%

若者（N=497）

男性（N=178）

女性（N=289）

正社員（N=203）

アルバイト、

自営業等（N=93）

学生（N=113）

専業主婦・主夫又は

家事手伝い（N=55）

無職、働いていない

（派遣登録有）

（N=15）

悩みや不安が

ある（N=278）

悩みや不安が

ない（N=186）

ひきこもり

傾向群（N=48）

一般群（N=438）

高 中 低 不明・無回答

［自己表現、 

他者との関係構築力］ 

 

［決定における自律性］ 

 

［干渉嫌悪感］ 
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近所づきあい、地域との関わり 

 近所づきあいが深いほど、地域での人と人とのかかわりを求める人ほど、地域活動に取り組む割合が高い傾向にある。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

15.5 

39.1 

37.1 

8.0 

2.8 

38.1 

21.3 

29.4 

13.9 

8.8 

7.9 

34.2 

30.4 

23.6 

38.3 

36.1 

23.8 

36.0 

39.7 

27.9 

20.6 

29.2 

47.7 

30.4 

37.1 

53.1 

61.1 

38.1 

41.8 

30.2 

57.4 

70.6 

62.9 

2.6 

0.0 

2.2 

0.6 

0.0 

0.0 

0.9 

0.8 

0.8 

0.0 

0.0 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

若者（N=497）

暮らしの面で助け合い、

相談をしている（N=46）

外出や世間話をする

程度（N=89）

あいさつをする

程度（N=311）

まったくつきあって

いない（N=36）

心から打ち解けられる関係を

築きたい（N=21）

いざというときのためにも隣近所を

中心とした助け合いやつきあいを

大切にしたい（N=225）

住民がお互いに協力して地域をよく

する活動に参加していきたい（N=126）

時間的に余裕のある人ややる気のある

人が地域とかかわる方がよい（N=122）

地域社会のためであっても、自分

の生活や時間を大切にしたいので、

地域的なかかわりをもちたくない（N=68）

隣近所には頼みづらいので、

自分のことは自分でする（N=89）

現在活動に参加している

過去に活動に参加したことがあるが、現在は活動に参加していない

活動に参加したことがない

不明・無回答

●地域活動への参加状況（近所づきあいの程度別、地域でのかかわりの考え方別 
〔若者用調査／問 25〕 
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子ども・若者施策に関する希望 

 若者からは、安全な居場所や第三者への相談の機会等が求められている。 

市の取り組む子ども・若者の政策への希望について、［ひきこもり傾向群］や［自殺を考えたことがある］人の、

安全な居場所や第三者への相談の機会、自主的な活動や意見を発表する場の充実を求める声からは、自身の将来の

希望を見出したいという思いを垣間見ることができます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

40.2 

38.4 

29.0 

27.0 

24.3 

22.9 

22.3 

21.3 

9.9 

8.5 

7.0 

4.4 

10.1 

1.4 

50.0 

41.7 

33.3 

25.0 

33.3 

16.7 

18.8 

8.3 

14.6 

14.6 

6.3 

2.1 

8.3 

0.0 

54.7 

42.2 

35.2 

25.8 

32.8 

21.1 

22.7 

16.4 

10.9 

10.2 

12.5 

5.5 

7.8 

0.0 

0% 20% 40% 60%

いじめや虐待などの悩みを相談できる窓口を

充実させ、支援する

放課後などに気軽に行ける安全な居場所を提供する

経済的な困難を抱えている家庭を支援する

薬物やたばこなどの有害なものから子どもたちを

守り、非行や犯罪防止につとめる

就職に向けた相談やサポート体制を充実させる

多様な授業（国際交流等）を取り入れるなど、

学校教育を充実させる

インターネットの適正な利用について学ぶ機会を

充実させる

地域活動や体験活動などの社会参加を通じて、家庭・

学校・地域がともに青少年を育成するまちづくりをする

青少年や若者中心のイベントやボランティアなどの

自主的な活動を支援する

青少年や若者が参加できるイベントや意見を発表

できる機会をつくり、情報を提供する

性の悩み相談など、思春期の子どもを支援する

子どもから大人まで、青少年活動の

リーダーとなる人を養成する

特にない

不明・無回答

若者（N=497）

ひきこもり傾向群（N=48）

自殺を考えたことが『ある』

（N=128）

●市の取り組む子ども・若者の政策への希望 
〔若者用調査／問 26〕 
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